
 

 

海外インターンシップ 
 

グローバルエンジニアを目指して 

 

 

 

 

研修事前学習 

台湾について     台湾の言葉・文化・歴史・地理 

TYK について 

交流先学校について 

台北市内研修を計画  新幹線、地下鉄、バスの乗り方  

海外旅行ガイダンス  飛行機マナー、携帯電話、海外旅行保険 

 

 

研 修 日 程  令和６年１２月１５日 ～ 令和６年１２月１９日（４泊５日） 

12/15(日) 多治見 中部空港 桃園空港 新幹線左栄駅（高雄） シティースイーツ 

12/16(月) ㈱ＴＹＫ高雄工場インターンシップ 

12/17(火) 高雄市立中正高級工業職業学校 台湾高校生と交流 

新幹線左栄駅 台北駅 サントスホテル 

12/18(水) 台湾市内研修 

12/19(木) 台湾市内研修 桃園空港 中部空港 多治見 
 

 

参 加 生 徒 

２年 セラミック工学科  梶田 あい 

２年 産業デザイン工学科 今井 紗矢  

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



アンケート 
Ｑ１ インターンシップは自ら希望しましたか。 
  ａ.自分で ②   ｂ.先生から勧められた    ｃ.その他（         ） 
 
Ｑ２ インターンシップの実習量はどうでしたか。 
  ａ.とても多かった。   ｂ.やや多かった。 ②   ｃ.適当だった。 
  ｄ.やや少なかった。   ｅ.とても少なかった。 
 
Ｑ３ インターンシップの実習内容についてどうでしたか。 
  ａ.適当だった。 ②   ｂ.厳しい内容だった。   ｃ.楽な内容だった。   
 
Ｑ４ インターンシップの期間はどれぐらいが良いと思いますか。 
  ａ.１日   ｂ.３日   ｃ.５日 ②   ｄ.７日   ｅ．その他（   日） 
 
Ｑ５ インターンシップは進路決定の参考になると思いますか。 
  ａ.とても参考になる。 ①   ｂ.だいたい参考になる。 ①   ｃ.やや参考になる。 
  ｄ.ほとんど参考にならない。 
 
Ｑ６ インターンシップから，仕事の上で最も大切だと思ったことは何ですか。 
  ａ.時間を守ること                    ｂ.あいさつをすること ①         
  ｃ.責任をもって仕事をすること       ｄ.人との協調性 ①               
  ｅ.その他（                                 ） 

交流会アンケート 
Ｑ１学校交流はどうだったか？ ａとてもよかった ② ｂ普通     ｃよくなかった  
 
Ｑ２会話はできたか      ａできた ②     ｂできなかった 
 
Ｑ３刺激になったか      ａなった ②     ｂならなかった 
 
Ｑ４時間はどうだったか    ａちょうどよい ①  ｂ短い ①    ｃ長い  

海外インターンシップを終えて  

  
これまでに台湾に行ったことがなく、言葉が通じるか、交通機関を間違えることなく行けるか、

とても不安でした。実際に会話する場面があったときに、ジェスチャーをしたり翻訳アプリを使

ったりして頑張って伝えようとすると相手も理解しようとしてくれました。話す言語が違っても

諦めるのではなく、伝わるように表現することが大事ということがわかりました。交通機関を利

用するときでは、たくさんの乗り場があり迷うことがあったのですが、協力し合い無事に目的地

までたどり着くことができました。インターンシップでは、仕事の大変さや必要性、時間を守り

見通しのある行動をすることが大切ということを学びました。また、現場で分からないことがあ

ったときは、同僚や上司にたくさん質問することが大事。と教えてくださいました。今後の学校

生活や社会に出たときに繋げていきたいと思いました。 

２年 セラミック工学科  梶田 あい  

 

 行く前までは、海外に行くのに少し壁を感じていました。行ける人は、お金持ちで、色々な言

語が話せる人に限られる。そう思っていました。私にとって初の海外、初の飛行機と不安や心配

が多くありました。しかし、いざ行ってみると考えは変わりました。台湾の人は、とても親切で

優しく道に迷っていると目的地まで案内して、キァリーケースを運ぶ手伝いをしてくださいまし

た。インターンシップで質問をした際、社会にでて 1 年目で会社と相性がいいのは、まれだと教

えてくださいました。自分と会社が合わないからじゃなく、自分から合わせに行くことが大切だ

と学びました。高雄の高校との交流では、ちゃんと言葉が通じるのか不安を感じていました。し

かし翻訳アプリとコミュニケーションをうまく活用することで互いに意思の疎通ができました。

自ら伝えようという意思が大切だと感じ、今後の就職や学校生活でこれらを活かしていきたいと

思います。 

２年 産業デザイン工学科 今井 紗矢  


